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概要

幼い子供たちの音楽に対する情動の認識と発現は未完成
である。乳幼児の環境においては、養育者の話し言葉や
歌が重要な音楽的要素となる。多くの研究により、乳幼
児は発達の過程において、音楽における情動の認識と発
現を獲得していくことが分かってきた。ここでは、母親
と乳幼児との音楽コミュニケーションに関する様々な研
究報告を紹介し、それが乳幼児の音楽情動発達にどのよ
うに影響を与えるか探っていく。

Recognition and expression of music emotion of young
children are incomplete. In the environment of infants,
caregiver speech and singing become important musical
elements. The results of many studies have shown that in-
fants obtain the recognition and expression of music emo-
tion through their development. Here, I will introduce a
variety of research reports of musical communication be-
tween mother and child, and explore how it effects to the
development of musical emotion.

1. はじめに

ここでは、音楽をコミュニケーション体系のひとつと
して捉えてみたい。たとえば、言語の機能としての情報
伝達に対し、音楽の機能として感情の表現と誘導を考え
てみる。情緒的な音声信号の主要な機能は、話し手の感
情を表現する手段であるだけでなく、聞き手の感情・態
度・行動にも影響を与えることにもある [3]。さらに音
楽は、一般的な情動ラベルに基づいた感情を引き起こす
だけでなく、聞き手の音楽経験や人生経験により多彩な
情動をもたらすことができる。
本稿では、音楽構造に伴う情動ラベルがどのように構

築されてきたのか、音楽と言語の比較を中心に進化的視
点から、また、乳児と養育者との関わりを中心に発達的
視点から考えていく。

2. 音楽構造に伴う情動ラベル

人々は、日常的な仕事や祝い事のとき、悲しいとき、
あるときには赤ちゃんに向かって、歌あるいはハミング
で情動を表現した。このように歌により情動を表現する
ことは、共同社会の中の多くの場面に存在し、社会的役
割を果たしていたと推測できる。

2.1. 音楽のはじまり

ヒトは、言葉を話し始める前には言語以外の様々な方
法を介して情報のやりとりを行なっていた。その中で音
声を介した情報のやりとり、コミュニケーションは多く
の動物を含め比較的早くから発達したと推測される。し
かし多くの動物の中でヒトだけが言葉をそして音楽を獲
得することができた。
進化的視点に立つと、音楽は音声の感情を起源とする
コミュニケーションの形のひとつであると考えることが
出来る。現在の西洋音楽を始めとする様々な文化の音楽
は、このような音声コミュニケーションに基づき進化的
に獲得されてきた音楽構造に付随する手がかりとそれに
対する情動ラベルを原型として、高度に洗練された構造
をもつ音楽として形成されていったと推測される。

2.2. 音楽構造に付随する手がかりとそれに対する情動
ラベル

音楽による感情の変化は音響パターンに対する普遍的
な反応に基づいており、言語など音楽以外のものとも関
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係している。たとえば、協和音を快、不協和音を不快に
感じるのは、文化を越え共通であり [7]、生得的な認知
バイアスが協和、不協和感認識の音程選択に関わってい
ると推測される。これ以外にも、文化を超えた音響手が
かりとして、テンポ・音の大きさが、喜び・悲しみ・怒
りなどの情動カテゴリーに関連づけられている。
乳児が協和音を好むことは以前から知られていたが、
これが新生児から認められることが明らかとなった
[12]。このような認知バイアスがヒトに存在するのは、
ヒトの声の楽しい調和の質が、話や歌の中の不協和なメ
ロディーの音程より潜在的に好まれることと関連がある
かもしれない。

3. 母子の音声コミュニケーションと音楽情動の発達

乳児は発達過程において養育者の歌と言葉から情動時
のラベルを構築する。ここでは乳幼児における養育者、
特に母親との音声コミュニケーションと、音楽に関連す
る情動発達への影響をみてみよう。
幼い子供たちの音楽に対する情動の解釈と反応は未完
成である。乳児の環境における音楽的要素は母親の話し
言葉や歌である。研究の結果、子供は少しずつ、音楽に
おける情動の解釈と発現を獲得することが分かってき
た。乳児はまず、音楽と言語に共通のテンポ・音の大き
さ・音の高さを手がかりに音楽情動を判断し、発達に伴
い音楽特有の手がかりを追加していくようである。乳児
初期の一日のほとんどは、うとうととした不安定な覚醒
状態であり、ポジティヴな感情はめったに現れない。母
親が乳児に対しきめ細やかに反応するのは、乳児のスト
レスを緩和するためだけでなく、乳児の注意やポジティ
ヴな感情を引き起こすためでもある [17]。さらに発声、
接触、動き、視覚的ジェスチャーを一致させ組み合わせ
ることにより、その効果を高めている。
乳児の母親に対する愛着は社会情動発達の駆動力とな
ると考えられている [5, 6]。乳児に対する母親の発話と
歌は注意の強化となり、適切な感情反応を引き起こす。
この快適な状態、注意の持続はポジティヴな感情の音楽
と結びついていく。

3.1. 乳児はポジティヴな感情の発話を好む

乳児は Infant directed speech（ID speech：乳児向けの
特殊な話し方）、やポジティヴな感情の Adult directed
speech（AD speech：成人同士の通常の話し方）を好む
[16]。乳児は直接言葉で自分の好みを伝えることはでき
ないが、実験で調べることは可能である。選好振り向き
法（乳児がディスプレイを見ている間だけ音を出し、見
なくなったら逆方向のディスプレイに切り替える。ディ
スプレイを見ていた時間が音の好みを反映する、という

方法）による実験の結果、AD speechより ID speechを
好むことが示された [9]。ID speech およびポジティヴ
な感情の発話は、より高い音高、より広い音高幅、より
大きい音、より多岐にわたる音という特徴をもち、この
音響的特徴が乳児に好まれるようである。
乳児にとって母親の発話は、意味よりメロディーが重
要である。母親は乳児との会話において、わずかな組み
合わせのメロディーや連続した音程（一般的な音楽の音
程とは異なる）を用いる [4]。一般的な音程の輪郭（例
えば上昇）は多くの母親を超えて共通に存在するが、そ
れに含まれる音程はそれぞれの母親により異なる。それ
ぞれの母親がそれぞれのユニークな旋律で、乳児の母親
の声に対する認識と愛着を促進しているようだ。

3.2. 母親の歌は乳児の感情を調節する

母親の感情のこもった言葉は、乳児の注意を集め維持
し、なだめ落ち着かせるのに役立つ。母親が持つユニー
クな発話のメロディーは、乳児が認識しやすく好む特
徴を持ち、語りかけが乳児の母親に対する愛着を強化
する。

ID speechでは乳児に対し様々なイントネーションパ
ターンが柔軟に使用されるが、これに対し Infant directed
singing（ID singing：乳児に対する特殊な歌い方）には、
音高パターンやリズムが明らかな、よく知られた歌が用
いられる。ID singingは、より高い音高、ゆっくりとし
たテンポ、という特徴をもつ [19]。また、周波数と音圧
の微細な多様性による声色の違いが ID singing の特徴
であり [18]、ID singing と Adult-directed singing（AD
singing：成人同士の歌い方）を区別する特徴は、微笑
むような声色、柔らかい声、思いやりのある声、暖かい
声、といった声色である [19]。声は乳児にとって生態学
的に価値のある音楽素材であるといえる。
母親が歌う同じ歌が、乳児の覚醒レベルが高いと沈め
るように、低いと上げるように、適度の覚醒レベルを保
つように作用する。ID singingは乳児の覚醒レベルを最
適化するのである [15]。

3.3. 音楽的手がかりに対する子どもの判断の発達変化

音楽構造がもつ手がかりに音楽情動をラベルする能力
は、発達に伴い変化する。成人では、音楽のテンポ、音
の大きさ、音高、調性（長調・短調）、協和・不協和の
手がかりに基づいて情動を解釈すると考えられている。
たとえば西洋音楽においては、成人は、長調・速いテン
ポは楽しく、短調・ゆっくりとしたテンポは悲しく感じ
ることが知られている [11, 14]。テンポが覚醒レベルに
関与することは文化を越えて共通であるが、調性は、文
化、歴史の時期で用法が異なり、それに対する情動ラベ
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ルも変化している。つまり音楽情動の解釈はまずテンポ
に基づき行われ、その後、調性様式に依存して変化する
と考えられている。
これに対し、音楽情動の認知発達研究によると、4歳
の子供は楽しさと悲しさを区別することはできるが、恐
れと怒りは混同してしまう [8]。6-8 歳では、音楽の調
性・テンポを手がかりにして楽しさ・悲しさを評価して
いる。テンポと音の大きさが一定の場合、８歳以上で
は、長調を肯定的に、短調を否定的に評価するようにな
る [10]。
歌詞のある歌では、音楽的手がかりだけでなく歌詞も
感情を伝達する。音楽的手がかりが楽しい（速いテン
ポ・長調）あるいは悲しい（ゆっくりとしたテンポ・短
調）歌に、歌詞を肯定的あるいは否定的に組み合わせて
その効果を比較した研究がある。その結果、成人は音
楽の情動を音楽的手がかりから判断していたのに対し、
５-10歳では、歌詞の内容で歌手の気持ちを判断してい
た。この発達時期では、感情解釈において音楽的手がか
りより言語的手がかりが優位なようである [13]。
様々な音楽構造に対する情動ラベルは、未完成だが子
どもの時期から存在する。しかし、この音楽的手がかり
の用法の発達過程は、まだ不明な点が多い。音楽演奏が
意図する情動の判断には、幼児の場合、テンポ、音の大
きさを用いる [?, 2]。より年上の子どもは音高、調性な
どの他の手がかりを用いるようになる。乳児による音楽
情動のラベル付けは、母親の語りかけや歌いかけに始ま
り多くの音楽情報源に触れていく過程において、それぞ
れの音楽的手がかりに対する重み付けの比率が変化する
ことにより発達していくと考えられる。

4. おわりに

音楽情動ラベルを用いた情動コミュニケーションは、
「母子レベル」から始まり、さらに「コミュニティレベ
ル」、「社会、文化レベル」へと発展していくと推測さ
れる。
話しことばはシンボルからなり、文法規則によって完
全な意味を与えられて情報を伝達するのに対し、音楽は
全体的であり、「意味」はフレーズ全体が一体となって
生じる。音楽情動ラベルを用いた情動コミュニケーショ
ンは、発信者の情動を伝えるだけでなく、受け手の感情
や身体の動きを誘導する、操作的なコミュニケーション
体系であるといえるかもしれない。
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